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論 文 内 容 の 要 旨 

 

 

 本論文は，木質系建設構造部材である単板積層材（ＬＶＬ）と軽量で高弾性・高強度な炭素

繊維強化プラスチック（ＣＦＲＰ）とを用いた複合構造部材を提案し，その成形法，力学特性

を分析するとともに，材料的な不均一性を有する木質系材料に対して，画像相関法（ＤＩＣ）

による変形挙動評価の適用性を検証したものであり，６章で構成されている。 

 まず，第１章において，本論文で対象とする木質系構造材料の近年の動向について述べてい

る。これを踏まえて，第２章では，本論文の背景と目的について示している。 

 第３～５章で研究の内容および成果を示している。第３章では，本論文で用いる材料の基本

的な特性を明らかとするため，材料試験を行った結果について示している。第４章では，ＬＶ

Ｌ梁，および，曲げ応力の縁近傍にＣＦＲＰ板材を埋め込んだ複合構造梁部材について４点曲

げ試験を行い，曲げ剛性の評価方法やＣＦＲＰ板材の寸法が曲げ挙動に及ぼす影響を明らかと

している。第５章では，ＤＩＣを用いたＬＶＬのひずみ分布と変形量の評価結果について示し

ている。 

 最後に，第６章では，本研究で得られた知見や今後の課題・展望についてまとめ，本論文の

結論としている。 

 

 

 

 

審 査 結 果 の 要 旨 

 

 

 近年，環境負荷の低い建設構造材料として，木質系材料が注目されており，大規模建築物な

どへも積極的に利用されている。一方で，軽量ではあるが，弾性率・強度に劣る材料であるこ

とや，経年劣化なども懸念がある。こうした中，繊維強化複合材も同様に軽量な材料であり，

高剛性・高強度で接着接合も容易な材料であることから，接着による複合構造化や補修・補強

材料として注目されている。本論文では，木質系材料であるＬＶＬをＣＦＲＰと複合構造化す

ることによって，剛性・強度を補うとともに，既存構造物への補強としても活用可能な手法を

検討した。その結果，得られた主要な研究成果は以下に要約できる。 

１）ＬＶＬ部材に対して断面縁に溝加工とＣＦＲＰ埋め込み接着を通した補強法の提案を行

い，これにより断面形状の変更を行うことなく剛性・強度の向上が可能であり，既存部材

へも適用可能であることを明らかとした。 

２）提案した手法に関して，ＣＦＲＰの埋め込み深さ・数などを変数とした曲げ試験と，理論

による剛性評価法を示し，実験結果と良好な対応を示すことを明らかとした。 

３）材料試験および曲げ試験において，ＤＩＣによるひずみ・変位の評価を行い，材料試験に

おいてひずみゲージと直接比較する実験手法を通してひずみ値の対応関係を明らとし，部

材試験において加力過程における破壊の原因となるひずみ集中性状の検出が可能なことを

明らかとした。 

 以上，本論文は今後の木質系建設構造物の適用拡大だけでなく，既存木質部材の補強にも応

用可能な効果的で実用性の高い木質系複合構造の提案とその設計法ならびに変形の評価手法を

示しており，実験検証・力学特性の解明では学術的有用性・発展性が認められる。これらの研

究成果は，建設分野における木質系材料および繊維強化複合材料の応用に関して大きな貢献を

すると評価できる。また，本論文で提案する手法は，実装可能性や，集成材などの他の木質系

材料を被補強材とした場合や金属系材料を補強材料とした場合など，研究成果の波及効果の観

点からも優れていると評価できる。 

 以上より，博士(工学)の学位論文に相当するものと判断した。 

 

（各要旨は１ページ以上可） 
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